
平成30年3月20日に開催された認知症についての研修です。
平成30年3月20日に開催された西村理事長による”認知症”の勉強会の様子です。

今回は、すまいるホーム全事業所が集まり西村理事長から最後の勉強会を行って

いただきました。約二年半、西村理事長からたくさんの事を学ばせていただきました。

その学んだ事をすまいるホーム全職員で利用者様の為に活かしていきたいと思っております。



ス タ ッ フ の 声

認知症の進行に伴い記憶や動作が思うようにならなくなるかもしれない
が、その時期、その時期において、その人が感じる想いが必ずあり、そ
れをくみ取り、満たそうとする行為が適切に行われればどんなに認知機
能障害が進行していても良い状態でいることは可能である。

入居者様で認知症状のあるご利用者様がほとんどです。今回の研修でご
利用者様の不安や感じてある想いを感じ取り、共感し、すまいるホーム
で本当に良かったと思って頂ける支援をしていきたいです。ご利用者様
への言葉遣いや思いやりや尊敬することを忘れずにゆっくり話を傾聴し
共感を持って関りが出来るようケアしていきたいと思います。ご利用者
様が必要とされる支援をすることが大切であり、私達の勝手な支援を押
し付けないよう心掛けていきたいです。

一言で認知症といっても記憶障害だけでなく、過去の生活や性格など色
々な要素があることを知り、大変勉強になりました。カンファレンスな
どで相手の気持ちを想像することやスタッフの意見を聞くことで、様々
な考え方や捉え方があるということを再認識しました。利用者様一人一
人に個性があり、歩んできた人生を少しでも理解し関わっていけるよう
に、今回西村理事長の研修で介護の在り方について学んだことを今後の
介護に活かしていきたいと思います。

認知症を持たれたご利用者様のDVDを鑑賞しました。私はそのご利用者
様への対応が可哀想に感じました。後から周りの人と意見交換をしまし
た。その時に周りの先輩は、ご利用者様の気持ちだけでなく、ご家族様
の不安な気持ちと介護士としてのどうにかしたいという気持ちを考えて
おり、私にはまだまだ見えていないところがあるということに気が付き
ました。私もこの研修を活かし、ご利用者様一人一人の気持ちを考え、
これから色々な事を学んで頑張っていきます。

今回の研修に参加させて頂いて分かったことは、自分にも施設にも不適
切なケアや言動があると感じました。自分にとってはしていないつもり、
適切なケアのつもりで行っていたケアでも、第三者から見ると駄目だな
と感じるケアが沢山あると思います。ですので、上司・部下等関係なく、
駄目なことは駄目だと言える職場作りが大切だと思いました。ご利用者
様の笑顔を誰よりも沢山見られる介護スタッフになります。

パーソン・センタード・ケアは以前より見聞きしていたが、今回認知症
について学んだ研修で、不適切な態度・言葉遣いや物忘れに対する不適
切な対応（認知症を患っている方に理解しずらい言葉を使う、無理強い
や強制すること、本人の内的世界を理解しない対応）について具体的に
分かりやすく学ぶことができ、今回の研修で学んだことを活かして、認
知症の方への対応がこれからもっと良くなっていくようにしていきます。
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